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お わ り に
「総合農政の飾 り窓」 とよぼれる渥美の農
業 と農村について,豊 川用水の開通 と関連 し
て1970(昭和45)年前後を中心に,そ の後の
展開 と変容を明 らかにして きた。渥美の農業









否定すべ くもないが,用 水が開通 したから発
達 したという単純なものではない。渥美地方
においては,用 水の開通 とその関連事業が,


























の開通 によって,か つての奥郡 とよばれた こ





件が相乗作用 して 「8ケタ農業」 といわれる




地方が稲作 を主体 とす る本来の農村で はな
かった とい うことに関連する。彼 らは長 い間,
半農半漁 と出稼ぎによって貧 しい生活を支 え
てきた。農業は別 として,漁 業 と出稼ぎは本
来的に商品経済 と結びついてお り,こ とに漁
業 はあわせ て投機的性格を もった ものであ
る。彼 らが,漁 業の衰頽からやむな く陸へあ
が り,農業に転回しなければならな くなった
とき,彼 らには稲作に対する憧憬 もなけれぽ
























いが,そ れ らが当地方の農業に とって身近な



















の農民は働 き過 ぎる」 といわれ,温 室による
職業病 も問題化 されている。また 「渥美では
豆腐が一番 よく売れる」とか,「温室のなかで












にも急激であ り過ぎたために,ま だ多 くの問
題を未解決のまま残 しているともいえる。真



























(牧 野 由 朗)
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